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【
弥
仙
山
金
峰
山
土
　
月
宮
宝
座
松
釉
】

素す

さ

の

を

盞
嗚
の
神か

み

の
始は

じ

め
し
敷し

き
し
ま島
の

歌う
た

は
善み

や

び

言
美
詞
の
は
じ
め
な
り
け
り

総
務
管
理
課　
　

松 

田 

達 

子

東
京
本
部
に
着
任
し
て
、
は
や
１
年
。
大
神
様
の
ご
守
護
、
信
徒
の
皆
さ
ま
か
ら
の
励
ま
し
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

７
月
の
東
光
苑
月
次
祭
で
は
、
仕
舞
「
草
紙
洗
」
の
奉
納
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
８
日
に
行

わ
れ
る
東
京
大
本
歌
祭
に
ち
な
ん
で
の
選
曲
で
す
。「
草
紙
洗
」
は
、
和
歌
を
主
題
に
し
た
内
容
で
、
和
歌
を
初

め
て
詠
ま
れ
た
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
尊
さ
ま
に
も
ゆ
か
り
の
あ
る
曲
で
す
。
シ
テ
（
主
人
公
）
は
小
野
小
町
で
、
宮
中
で
の

歌
合
わ
せ
で
の
様
子
が
展
開
さ
れ
、
最
後
は
「
素
盞
嗚
尊
の
守
り
給
へ
る
神
国
な
れ
ば
花
の
都
の
春
も
長の

ど

か閑

に
和
歌
の
道
こ
そ
め
で
た
け
れ
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
歌
祭
で
、私
は
弓
太
鼓
指
導
を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
歌
祭
に
選
抜
さ
れ
た
青
年
を
は
じ
め
、

伶
人
や
祭
員
の
皆
さ
ま
と
無
事
に
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
う
願
い
な
が
ら
、
月
次
祭
の
本
番
に

む
け
て
お
稽
古
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

奉
納
の
当
日
、
舞
台
に
立
ち
、
舞
が
進
む
に
つ
れ
、
今
ま
で
に
感
じ
た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
と
喜
び
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。
舞
台
か
ら
拝
す
る
信
徒
の
皆
さ
ま
の
お
姿
は
、
ま
る
で
素
盞
嗚
尊
さ
ま
が
治
め
る
清
ら
か

な
世
界
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
ま
も
な
く
迎
え
る
歌
祭
で
は
、
関
東
教
区
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
だ
と
、
感
謝
に
満
た
さ
れ
、
あ
ふ
れ
そ
う
な
涙
を
抑
え
な
が
ら
舞
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
本
歌
祭
の
特
徴
は
、
皆
さ
ま
の
お
気
持
ち
を
祝
詞
を
通
し
て
で
は
な
く
、
献
詠
歌
を
言
霊
と
し
て
神
さ

ま
に
お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。
祭
壇
と
な
る
歌
垣
の
中
心
に
は
、
素
盞
嗚
尊
さ
ま
の
詠
ま
れ

た
八
雲
神
歌
を
掲
げ
、
そ
の
周
囲
を
色
紙
に
清
書
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
歌
で
八
重
垣
を
作
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

献
詠
歌
の
締
め
切
り
は
８
月
20
日
。
献
詠
歌
を
投
じ
て
、
ふ
る
っ
て
歌
祭
へ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
せ
。

み
な
さ
ま
と
と
も
に
仕
え
る
喜
び
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王仁三郎と大本歌祭
〜平和を祈る敷島の道〜

世
界
を
平
和
に
導
く
神
事

　

昨
年
の
瑞
生
大
祭
で
、
教
主
さ
ま
は
大
本
歌

祭
に
つ
い
て
「
こ
こ
最
近
の
た
だ
な
ら
ぬ
世
界

情
勢
を
見
て
お
り
ま
す
と
、
聖
師
さ
ま
が
先
の

世
を
見
越
し
て
、
国
々
の
八
重
垣
を
取
り
払
い
、

主
の
大
神
さ
ま
を
中
心
に
、
世
界
の
万
民
が
大

和
合
し
て
、
一
つ
に
な
り
、
み
ろ
く
の
世
の
型

を
出
す
こ
の
歌
祭
を
、
世
界
を
平
和
に
導
く
神

事
と
し
て
、
私
た
ち
人
類
の
た
め
に
お
残
し
に

な
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
示
し
下
さ
い
ま
し
た
。
私
は
こ

の
お
言
葉
を
『
大
本
』
誌
で
拝
見
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
時
、
歌
祭
の
ス
テ
ー
ジ
が
ま
た
一
つ
上

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

八
雲
神
歌
の
意
味

　

「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重
垣
つ
ま
ご
み
に
八
重

垣
つ
く
る
そ
の
八
重
垣
を
」

　

こ
の
和
歌
は
古
事
記
、
日
本
書
紀
に
出
て
き

ま
す
。
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

盞
嗚
尊
が
八や

ま
た
の
お
ろ
ち

岐
大
蛇
を
退
治
し
た
時

に
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
典
の
中
で
一
番

最
初
に
出
て
く
る
和
歌
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

和
歌
の
起
源
、
芸
術
の
起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
大
本
で
は
歌
祭
の
折
、
た
く
さ
ん

の
献
詠
歌
が
並
ぶ
歌
垣
の
中
心
に
あ
る
柱
の
四

面
に
「
八
雲
の
歌
」
を
教
主
さ
ま
ご
染
筆
の
短

冊
で
掲
げ
ま
す
。
こ
れ
を
ご
神
体
と
し
て
お
り

『
八
雲
神
歌
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
歌
の
意
味
に
つ
い
て
、
聖
師
さ
ま
は
、

　

「
ど
こ
の
国
も
、
国
々
に
垣
を
め
ぐ
ら
し
、

嫌
な
雲
を
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
垣
を
、

こ
の
雲
を
取
り
払
っ
て
、
清す

が
す
が々

し
い
世
界
に
し

た
い
、
と
い
う
世
の
立
替
え
を
意
味
し
た
も
の
。

　

も
う
一
つ
は
、
主
の
神
を
斎い

つ

き
ま
つ
り
、
神

よ
り
来
る
真
理
と
正
義
と
平
和
を
守
る
団
体
を

も
っ
て
八
重
垣
を
作
り
、
主
の
御
心
を
行
う
世

界
を
建
設
し
よ
う
、
と
い
う
世
界
の
立
直
し
を

意
味
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

世
界
の
救
済
を
願
う
素
盞
嗚
尊
の
「
八
雲
の

精
神
」
は
日
本
の
国く

に
ぶ
り風

で
あ
り
、
世
界
を
平
和

に
導
く
神
事
「
歌
祭
」
と
し
て
脈
々
と
息
づ
い

て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

歌
祭
の
復
興

　

聖
師
さ
ま
は
明
治
27
年
、
23
歳
当
時
、
京
都

府
園
部
の
南
陽
寺
で
国
学
者
の
岡
田
惟こ

れ
ひ
ら平

翁
か

ら
歌
祭
の
歴
史
や
仕
方
を
教
わ
り
「
優
美
な
国

風
で
あ
る
、
こ
の
歌
祭
を
ぜ
ひ
復
活
さ
せ
た
い
」

と
考
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
、
映
画
『
出
口
王
仁
三
郎
一
代
記
』

に
自
ら
ご
出
演
さ
れ
た
り
、
夏
秋
の
両
大
祭
で

霊
界
物
語
『
天
祥
地
瑞
』
の
神
劇
を
実
施
し
た

り
と
、
芸
術
活
動
を
柱
と
す
る
明
光
運
動
が
最

盛
期
を
迎
え
て
い
た
折
の
10
月
31
日
、
亀
岡
本

部
の
明
光
殿
で
初
の
大
本
歌
祭
を
執
行
。
そ
し

て
翌
11
月
17
日
に
は
北
陸
別
院
（
石
川
県
）
で

地
方
初
の
歌
祭
、
12
月
８
日
に
は
島
根
別
院
と
、

立
て
続
け
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
８
日
は
第
二
次
大
本
事
件
の
勃
発
し
た

日
で
あ
り
、
島
根
署
の
警
官
、
総
勢
２
８
０
名

が
非
常
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
就
寝
中
の
聖
師
さ

ま
が
検
挙
さ
れ
た
後
、
二
代
さ
ま
に
よ
っ
て
歌

祭
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

聖
師
さ
ま
は
、
こ
の
国
家
か
ら
の
第
二
次
弾

圧
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
節
が
あ
り
ま
す
。

　

実
は
、
先
の
北
陸
別
院
の
歌
祭
で
天
位
の
方

に
下
附
さ
れ
る
「
天
巻
」（
和
綴
帳
歌
集
）
の

最
終
ペ
ー
ジ
に
聖
師
さ
ま
は
「
八
雲
神
歌
」
に

続
い
て
「
い
つ
か
は
ら
さ
む
万
代
を
経
て
」
と

加
筆
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

弾
圧
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
こ

そ
、
先
の
世
の
私
た
ち
に
、
あ
る
い
は
未
来
の

た
め
に
、
昭
和
10
年
当
時
、
今
、
歌
祭
を
復
興

し
、
残
さ
な
く
て
は
と
お
考
え
に
な
ら
れ
、
弾

圧
の
直
前
ま
で
、
毎
月
の
よ
う
に
歌
祭
を
実
施

さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

歌
祭
は
、
上
古
か
ら
各
地
で
執
り
行
わ
れ
て

い
た
神
事
で
あ
り
、
芸
能
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
平
安
か
ら
鎌
倉
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
藤
原

定
家
に
よ
る
小
倉
百
人
一
首
の
歌
垣
以
降
中
絶

し
て
い
た
歌
祭
を
復
興
さ
れ
た
と
、
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

歌
木
簡
の
発
見

　

現
代
の
私
た
ち
は
そ
の
当
時
を
知
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
が
、
正
倉
院
か
ら
は
宝
物
に
着
い

た
荷
札
の
木
簡
が
30
数
点
、
平
城
京
南
隅
か
ら

は
１
万
３
千
点
、
京
都
の
二
条
大
路
か
ら
は

11
万
点
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
ら
す
べ
て
に
和
歌
が
書
か
れ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
平
成
20
年
に

は
滋
賀
県
甲
賀
市
の
紫
香
楽
宮
跡
か
ら
、
万
葉

集
の
「
安
積
山
の
歌
」
と
古
今
和
歌
集
の
「
難

波
津
の
歌
」
が
表
と
裏
に
書
か
れ
た
木
簡
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。

　

木
簡
と
は
長
さ
７
・
９
㎝
と
14
㎝
の
２
つ
に

割
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
幅
２
・
２
㎝
、
厚
さ
１

㎜
の
品
物
。
最
初
は
あ
ま
り
に
薄
い
た
め
削
り

く
ず
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
調

べ
で
、
両
面
に
歌
が
か
か
れ
た
約
60
㎝
の
、
儀

式
や
宴
会
で
詠
み
上
げ
る
の
に
使
っ
た
「
歌
木

簡
」
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

紫
香
楽
宮
は
奈
良
時
代
の
離
宮
と
し
て
造

営
さ
れ
た
も
の
で
、
木
簡
は
７
４
４
年
か
ら

歌祭は、日本民族の祖先が遠く上代に執り行っていた神事であり、芸能
でもあり、両者の渾然一体となった民族的祭典です。出口王仁三郎聖師
は中絶していた歌祭を古式の精神にのっとり復活再現。和歌を献じて世
界平和の実現を誓う、大本歌祭を紹介します。
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掲
載
文
は
、
平
成
30
年
３
月
21
日
に
航
空
会
館
（
港
区
新
橋
）

で
開
催
し
た
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
講
演
録
の
要
旨
で
す
。

椎
し い

野
の

 恭
きょうぞう

三  （総務管理課長 )

７
４
５
年
頃
の
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
見
者
の
大
阪
市
立
大
学
の
栄
原
永
遠
男
教
授

は
平
成
18
年
に
大
阪
市
中
央
区
の
難
波
宮
跡
か

ら
和
歌
と
見
ら
れ
る
万
葉
仮
名
が
書
か
れ
た
木

簡
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
歌
を
書
く
た
め
の
歌

木
簡
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
調
べ

て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
万
葉
集
の
歌
が
書
か
れ
た
歌
木

簡
が
、
奈
良
の
飛
鳥
村
で
も
出
て
き
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
さ
に
聖
師
さ
ま
が
示
さ
れ
た
、
上

古
か
ら
各
地
で
歌
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
実
証
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歌
祭
形
式
で
の
平
和
の
祈
り

　

平
成
４
年
に
完
成
し
た
長
生
殿
で
翌
年
、
世

界
宗
教
者
の
祈
り
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
時
の
平
和
の
祈
り
は
、
歌
祭
形
式

で
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト

教
、
イ
ス
ラ
ム
、
ロ
シ
ア
正
教
、
仏
教
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
、
道
院
、
神
道
等
の
方
々
が
歌
垣
に
向

か
っ
て
四
方
か
ら
祈
り
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
少
し
時
間
が
経
っ
た
平
成
12
年
２

月
19
日
、
綾
部
市
と
エ
ル
サ
レ
ム
市
は
「
友
好

都
市
宣
言
」
に
調
印
。
エ
ル
サ
レ
ム
は
世
界
三

大
宗
教
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、
世
界
中
の
人
が

知
っ
て
い
る
歴
史
あ
る
都
市
。
一
方
、
綾
部
市

は
日
本
人
で
も
知
ら
な
い
方
が
多
い
く
ら
い
の

地
方
都
市
。
こ
の
二
つ
の
都
市
が
友
好
都
市
に

な
れ
た
の
は
、
先
の
歌
祭
形
式
の
平
和
の
祈
り

に
参
加
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
教
の
ラ
ビ
、
シ
ュ

レ
ー
ム
・
ゴ
レ
ン
氏
の
後
押
し
が
大
き
か
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
調
印
式
の
の
ち
、
駐
日
パ
レ
ス
チ

ナ
代
表
部
か
ら
の
抗
議
等
を
乗
り
越
え
、
中
東

和
平
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
り
ま
す
。

各
地
で
歌
祭
執
行

　

教
主
さ
ま
が
就
任
さ
れ
た
平
成
13
年
以
来
、

島
根
の
出
雲
大
社
、
徳
島
の
瑞
雲
郷
別
院
、
青

森
の
善う

と

う

知
鳥
神
社
、
岡
山
の
熊
山
、
石
川
の
神

聖
苑
、
京
都
の
金
剛
能
楽
堂
等
々
で
、
さ
ら
に

近
年
で
は
大
阪
の
住
吉
大
社
、
奈
良
の
橿
原
神

宮
、
兵
庫
の
高
砂
神
社
で
そ
れ
ぞ
れ
歌
祭
が
執

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
教
主
さ
ま
は
平
成
17
年
、
大
本
歌

祭
で
「
わ
が
願
ひ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
歌
ま
つ
り

人は

ら

か

ら

類
同
胞
こ
ぞ
り
て
エ
ル
サ
レ
ム
の
野
に
」
と

の
歌
を
発
表
な
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
教
団
に

と
っ
て
大
き
な
目
標
で
あ
り
、
世
界
の
平
和
、

み
ろ
く
の
世
へ
の
道
し
る
べ
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
れ
に
相
応
し
て
綾
部
の
長
生
殿
や
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
大
本
伯
光
苑
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
で
の
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
に
よ
る
歌
祭
が
執
行
さ
れ
た
り
と
、

国
際
的
な
拡
が
り
も
見
せ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
京
都
の
金
剛
能
楽
堂
で
の
歌
祭
で
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
と
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
の
方
々

が
握
手
を
さ
れ
ま
し
た
。
10
年
前
の
東
京
本
部

で
の
歌
祭
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
各
大
使
、
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
の

方
々
が
出
席
さ
れ
、
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
イ

ス
ラ
エ
ル
大
使
と
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
が
ハ
グ
を

さ
れ
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
り
ま
し
た
。

歌
垣
の
前
で
平
和
の
祈
り

　

昨
年
の
瑞
生
大
祭
前
日
に
執
行
さ
れ
た
歌
祭

で
は
、
歌
祭
の
最
後
に
シ
リ
ア
や
ヨ
ル
ダ
ン
、

モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
な
ど
海
外
の
宗
教
者
や
大
本

に
ご
縁
の
あ
る
方
々
が
歌
垣
の
前
で
『
平
和
の

祈
り
』
を
捧さ

さ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
語
訳
で
す
が
、
仏
教
の
方
々
は
「
私
は
す

べ
て
の
人
が
和
合
し
て
暮
ら
す
世
界
を
見
た
い
。

私
は
み
ん
な
が
お
互
い
に
尊
敬
し
あ
う
世
界
を

見
た
い
。
私
は
貧
困
か
ら
抜
け
出
し
た
世
界
を

見
た
い
。
私
は
愛
に
満
ち
た
世
界
を
見
た
い
。

私
は
み
ん
な
が
自
然
を
尊
敬
す
る
世
界
を
見
た

い
。
そ
れ
が
私
の
願
い
」
と
。
キ
リ
ス
ト
教
の

方
々
は
「
私
達
は
共
に
兄
弟
と
し
て
暮
ら
す
た

め
に
こ
の
世
に
産
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

も
し
私
達
が
望
む
な
ら
、
約
束
さ
れ
た
天
国
へ

と
世
界
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
だ

か
ら
、
一
緒
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
私
の
人
類

兄
弟
達
よ
」
と
。
道
院
の
方
々
は
「
願
わ
く
ば
、

世
が
平
和
で
、
民
が
豊
か
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

願
わ
く
ば
、
私
が
人
々
と
等
し
く
健
康
で
幸
せ

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
願
わ
く
ば
、
戦
争
が
無

く
な
り
、
安
寧
の
日
々
を
、
天
と
共
に
寿
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
願
わ
く
ば
、
悟
り
を

得
て
、
ま
た
人
を
覚
し
衆
生
が
彼
岸
に
導
か
れ

ま
す
よ
う
に
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
平
和
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
主
さ
ま
は
「
第
１
回
か
ら
数
え
て
68
回
、

天
恩
郷
で
開
催
さ
れ
た
大
本
歌
祭
の
歴
史
の
中

で
も
、
昨
日
の
歌
祭
は
今
後
、
未
来
に
お
い
て
、

大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」
と
ご
あ
い
さ
つ
。

歌
祭
に
お
け
る
平
和
の
祈
り
は
、
和
歌
の
形
式

だ
け
で
な
く
、
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
々
を
包

み
込
み
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
歌
祭
の
新
時

代
を
予
見
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
東
京
大
本
歌
祭
が
10
月
８
日
、
東
京

本
部
能
舞
台
で
執
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
度
は
イ

ス
ラ
エ
ル
、
パ
レ
ス
チ
ナ
代
表
、
ヨ
ル
ダ
ン
、

エ
ジ
プ
ト
の
各
大
使
が
、
歌
垣
の
前
で
平
和
の

祈
り
を
捧
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
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21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座

東
光
苑
月
次
祭

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

８
月７

日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

　

開
教
１
２
６
年　

瑞
生
大
祭
遥
拝
祭

12
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

　

東
光
苑
月
次
祭
・
市
杵
島
姫
命
例
祭

15
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
生
き
が
い
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

講
題

農
は
国
の
大
本

〜
お
土
の
心
に
学
ぶ
〜

講
師

島
本
光
久

（
㈱ 

酵
素
の
世
界
社
・
代
表
取
締
役
専
務
）

16
日
（
木
）
夕
拝
時

 

神
集
祭
遥
拝
（
初
日
・
旧
７
月
６
日
）

22
日
（
水
）
夕
拝
時

 

神
集
祭
遥
拝
（
最
終
日
・
旧
７
月
12
日
）

９
月９

日
（
日
）
午
前
10
時
30
分

　

東
光
苑
月
次
祭
・
長
寿
感
謝
祭
・

　

交
通
安
全
祈
願
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭

11
日
（
火
）
午
後
７
時

　

全
国
一
斉
世
界
平
和
祈
願
祭

15
日
（
土
）
〜
17
日
（
月
）

　

東
光
苑
秋
季
祭
式
講
習
会

19
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

21
世
紀
生
き
が
い
講
座
（
航
空
会
館
・
新
橋
）

講
題

守
り
た
い
「
日
本
の
心
」

　

〜
大
本
三
代
教
主
・
出
口
直
日
が
残
し
た
も
の
〜

講
師

成
尾 

陽
（
大
本
本
部
愛
善
宣
教
部
長
）

23
日
（
日
・
祝
）
午
前
10
時
30
分

　

三
代
教
主
毎
年
祭
（
28
年
）

24
日
（
月
・
振
休
）
午
後
６
時
〜

　

東
光
苑
秋
を
め
で
る
夕
べ

　
東
光
苑
月
次
祭
は
７
月
８
日
、
午
前
10
時
30

分
か
ら
、
斎
主
・
椎
野
恭
三
総
務
管
理
課
長
の

も
と
執
行
さ
れ
、
２
９
７
人
が
参
拝
し
た
。

　
祭
員
は
神
奈
川
主
会
、
少
年
祭
員
は
東
京
主

会
の
成
田
小
巻
さ
ん
、
成
田
か
さ
ね
さ
ん
、
伶

人
は
二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は

嶋
貫
光
喜
福
島
主
会
長
、
添
釜
は
東
光
庵
に
て

髙
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　
祭
典
後
、
猪
子
恒
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
７
月
５
日
か
ら
６
日
に
か

け
て
日
本
列
島
各
地
を
襲
っ
た
記
録
的
集
中
豪

雨
で
の
、
信
徒
宅
や
両
聖
地
の
被
害
状
況
な
ど

を
報
告
。「
大
本
で
は
、
み
ろ
く
の
世
、
光
明

世
界
が
到
来
す
る
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
地
震

や
水
害
な
ど
大
き
な
災
害
は
、
我
々
が
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
峠
で
は
な
い
か
。
10

月
の
東
京
大
本
歌
祭
で
は
、
関
東
教
区
の
全
信

徒
が
平
和
を
祈
り
、
願
い
を
込
め
た
短
歌
を
献

詠
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
、
シ
テ
・
松
田
達
子
総
務
管
理
課

員
に
よ
る
金
剛
流
仕
舞
「
草
紙
洗
」
の
奉
納
が

あ
り
、
直
会
に
移
っ
た
。

　
東
京
本
部
直
属
信
徒
と
関
東
在
住
の
信
徒
を

対
象
と
し
た
研
修
会
「
み
な
づ
き
の
集
い
」
〜

大
本
ゆ
か
り
の
地
ツ
ア
ー
〜
は
、
６
月
24
日
、

東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
、
20
人

が
参
加
し
た
。

　
本
年
は
関
東
の
〝
大
本
ゆ
か
り
の
地
〟
を
、

よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
現
地
研
修

を
中
心
に
開
催
。
参
加
者
は
、
講
話
「
大
本
関

東
別
院
に
つ
い
て
」
を
受
講
後
、
大
本
横
須
賀

分
所
へ
移
動
し
参
拝
。
続
い
て
同
分
所
か
ら
ほ

ど
近
い
、
聖
師
さ
ま
が
大
正
５
年
に
参
拝
さ
れ

た
走
水
神
社
を
参
拝
し
た
。

　
ま
た
横
浜
市
の
関
東
別
院
跡
地
で
は
、
大
正

14
年
頃
か
ら
第
二
次
大
本
事
件
ま
で
、
実
際
に

別
院
が
立
っ
て
い
た
土
地
を
訪
れ
現
地
研
修
。

関
東
別
院
に
お
い
て
『
天
祥
地
瑞
』
ご
口
述
や

昭
和
神
聖
会
創
立
準
備
を
精
力
的
に
さ
れ
た
聖

師
さ
ま
の
ご
足
跡
を
偲
ん
だ
。

　
最
後
に
國
學
院
大
學
博
物
館
・
特
集
展
示
「
教

派
神
道
と
皇
典
講
究
所
・
國
學
院
大
學
」
を
訪

問
、
聖
師
さ
ま
直
筆
の
書
軸
「
感
謝
祈
願
乃
詞
」

な
ど
を
観
賞
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
講
話
で
当
時
の
歴
史
的
背

景
な
ど
を
学
ん
だ
上
で
の
現
地
研
修
で
有
意
義

だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

み
な
づ
き
の
集
い

　
第
１
８
４
回
「
21
世
紀
・
生
き
が
い
講
座
」
は
、

６
月
20
日
午
後
７
時
か
ら
、
港
区
新
橋
の
航
空

会
館
で
開
催
さ
れ
、
鬼
塚
義
彰
・
大
本
本
部
総

務
課
主
事
が
「
モ
ン
ゴ
ル
を
目
指
し
た
王
仁
三

郎
の
夢
〜
光
り
輝
く
ア
ジ
ア
の
世
紀
を
目
指
し

て
〜
」
と
題
し
て
講
話
し
た
。
参
加
者
は
25
人

（
内
、
一
般
７
人
）。

　
は
じ
め
に
モ
ン
ゴ
ル
国
の
成
り
立
ち
や
気
候

風
土
、
現
在
の
国
内
情
勢
な
ど
を
モ
ン
ゴ
ル
駐

在
時
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
て
紹
介
。
ま
た
、

王
仁
三
郎
聖
師
が
モ
ン
ゴ
ル
へ
入
蒙
し
た
大
正

13
年
当
時
の
国
内
情
勢
や
、
渡
航
に
際
し
て
の

聖
師
の
思
い
な
ど
、当
時
の
資
料
か
ら
解
説
し
た
。

　
講
師
は
、「
聖
師
は
、
国
境
も
宗
教
も
人
種

を
も
超
え
て
、
世
界
平
和
の
礎
を
、
そ
の
型
を
、

ア
ジ
ア
か
ら
築
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
し
て
、
入
蒙
と
い
わ
れ
る
１
２
６
日
間
に
及

ぶ
聖
師
の
モ
ン
ゴ
ル
行
を
偲
ん
だ
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
入
蒙
は
エ
ル
サ
レ
ム
を
目

指
し
た
世
界
平
和
へ
の
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
よ

く
理
解
で
き
た
」（
男
性
・
信
徒
）、「
大
本
と

モ

ン

ゴ

ル

の

特

別

な

深

い

つ

な

が

り

が

よ

く

感

じ

取

れ

た
」（
男

性
・

一

般
）、
等

の

声

が

寄

せ

ら

れ
た
。

〜
大
本
東
京
本
部
開
設
50
周
年
記
念
〜

東
京
大
本
歌
祭 

献
詠
歌 

募
集

　

10
月
８
日
に
開
催
す
る

東
京
大
本
歌
祭
の
献
詠
歌
を
募
集
し
ま
す

　

※
献
詠
歌
投
稿
の
詳
細
は
「
大
本
」
誌

６
月
〜
８
月
号
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
募
　
集　

６
月
20
日
（
水
） 

〜
８
月
20
日
（
月
）

　
　
　
　
　
投
　
稿
　
１
人
３
首
ま
で

　
　
　
　
　
入
花
料　

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　
選
　
者　

教
主
さ
ま

本部職員による金剛流仕舞「草紙洗」の奉納


